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Mezlocillinに よる尿路 感 染症 の治療 経験
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半 合成 の ペ ニ シ リン剤BAYf 1353 (Mezlocillin)は

ドイ ツ ・バ イ エ ル社 に よ り開発 され た新 抗 菌 剤 で あ り

Fig. 1 Chemical structure of  Mezlocillin

Fig.1の ごとき化学構造を有している。基礎的研究の

結果,静 注により速やかに有効血中濃度に達し,肝,腎

などによく移行 し,尿 中に高濃度に排泄されること,毒

性が少 ない こと,抗 菌 スペ ク トラムはAmpicillin

(ABPC), Carbenicillin (CBPC)と 大差ないが, Kle-

bsiellaに対する抗菌活性は両剤よりすぐれてい ること

が判明している1)。

われわれも本剤の提供を うけ尿路感染症に対する臨床

効果と副作用について検索 したのでその成績 を報 告す

る。

I.投 与対象と投与方法

昭和51年5月 より昭和52年3月 までの九州大学泌尿器

科及び三信会原病院泌尿器科外来,入 院患者のうち,尿

路感染症と診断された20例 を対象とした。男性15例,女

性5例 であ り年令は28才 から81才 まで,投 与期間は5～

7日 間であった。

1例 のみは1回291日2回(1日49)のone- shot

静注投与を行 ったが,他 はすべ て1回291日2回

(1日4g)の 点滴静注投与を行った。

II.観 察 項 目

下部尿路感染症では自覚症 として頻尿,排 尿痛,残 尿

の有無,程 度,他 覚症 として尿混濁,尿 中 白血 球の有

無,程 度,尿 中細菌 としては塗沫鏡顕 と培養同定,定 量

培養の成績を観察項目とした。

上部尿路感染症では上記の他に自覚症として腰痛,他

覚症として発熱の有無 程度を加えたものを観察項目と

した。

参考と して3濃 度 デ ィス ク法に よる尿分離菌 の

ABPC, CBPC, Cefazolin (CEZ)に 対する感受性検査

と本剤投与前後の,末 槍血の赤血球数,ヘ モ グロ ビン

(Hb),ヘ マ トクリット(Hct),白 血球数,血 小板数,

BUN,ク レアチニン,Na,K, GOT,GPTに ついての

検査も可能な限 り施行した。

III. 臨床効果および副作用の判定

急性腎孟腎炎については尿中細菌,自 覚症,尿 所見す

べてが正常化 したものを著効,い ずれか2つ 以上の項目

が改善あるいは消失したものを有効,そ の他を無効とし

た。慢性複雑性尿路感染症についてはUTI薬 効評価基

準(第1版)6)に 準 じて判定 した。すなわち,尿 中細菌

陰性化,尿 中白血球正常化 したものを著効,尿 中細菌不

変のものと尿中細菌菌交代 し尿中白血球不変のものを無

効,そ の他を有効と判定 した。副作用については薬剤投

与開始から終了までの間,そ の内容と程度を観察 した。

IV.成 績

投与20例 の詳細はTable1に 示すとお りであるが,

総括すると単純性尿路感染症(急 性腎孟腎炎)1例 は著

効,複 雑性尿路感染症(慢 性腎孟腎炎5例,慢 性腎孟腎

炎+慢 性膀胱炎2例,慢 性膀胱炎12例)19例 中 著効5

例,有 効2例,無 効12例 であり有効率7/19(37%)で あ

った(Table2)。

細菌学的効果を検討するとE. coli3株 の うち2株 が

消失し,1株 がSerratiaへ 菌交代 してお り,Klebsiella

1株 がSerratiaへ 菌交代していた｡こ の菌交代例はE

coliとKlebsiellaの 混合感染がSerratiaへ 菌交代した

(症例14)も のである。Proteus mirabilis mirabilis株, Enter-

obacter1株 は消失したがProteus rettgeri 1株,Ser

ratia3株, 未同定 グラム陰性桿菌1株 は存続し,Pro-

tms uulgaris54株 の うち2株 は消失,2株 は存続,
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Table 1 Clinical results
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of Mezlocillin



322 CHEMOTHERAPY JAN.1979

Table 2 Clinical results toward urinary infection

Table 3 Bacteriological results

Pseu4omonasaemginosa5株 の うち1株 消失,4株 存

続していた。細菌 学的 有効 率は8/21(38%)と な る

(Table3)。

自覚的副作用は全例に認めなかった。臨床検査値の推

移をみると症例6と 症例20を 除 くと他はすべて正常値範

囲内の変動であった。症例6は 本剤投与前に認められた

貧血と軽度の腎障害が本剤投与によっても悪化しておら

ず,症 例20は 本剤投与前にGOT,GPTが 軽度上昇して

いたが投与後には正常値 となっていた(Table4)。

V.考 按

広域性スペク トラムを有する合成ペニシリン製剤は,

作用機序より考えて人体に影響の少ないす ぐれた抗菌剤

としてよく知られてお り,わ れわれ もすでに同様の報告

を行ってきた2,3,4,5)。

MezlocillinはFig.1の ごとき化学構造を有している

が,基 本的にはABPCやCBPCと 同様の広域性スペ

クトラムを有 しておりKlebsiellaに 対 しては特 異にす

ぐれた抗菌力を示す とされてい る。今 回Klebsiella感

染例はE.coliと の混合感染1例 のみ(症 例14)で あっ

たが,Serratiaへ 菌交代していた。 しかし本症例は 自

覚症が改善し,Serratiaの 菌 数が103/mlで あったので

総合臨床効果は有効と判定 している。

今回の臨床効果を判定すると急性単純性腎孟腎炎1例

を除くと他はすべて尿路に何らかの基礎疾患を有する複

雑性症例であった。われわれが実際に治療に困惑してい

るのはこのようないわゆる複雑性尿路感染症である。複

雑性尿路感染症が難治性であることはよく知 られている

が今回の総合臨床効果は37%で あった。基礎疾患 の種

類,程 度,尿 分離菌種を考えるとよい成績といいうる。

今回は1日4g(2g×2)投 与 のみを行ったが複雑性症

例にはもう少し投与量を増量,た とえば1日6g(2g×

3)な どにした方がよいのではないかと思われる。複雑

性尿路感染症の尿路系基礎疾患は可能ならばなるべく早

期に除去すべきであるが除去困難なものも多い。このよ

うな折に使用する抗菌剤はできるだけ副作用が少な く,

腎集中性が高く,尿 排泄率がよいものが望ましい。本剤

はこの目的にかなった薬剤であるが既存の広域性ペニシ

リン剤はすでに広く普及 しているので耐性菌,ア レルギ

ーの問題については充分認識 してお く必要がある。

尿分離菌の推移を検討すると菌交代したのは1例(症

例14)の み であった。膀胱腫瘍術後(TUR-Bt),尿 道留

置カテーテル抜去後の症例20で はPseudomonas aerug-

inosaが 消失していたが,存 続 したものが4株 あ り本剤

はPseudomonas aeruginosa感 染例にはあまり有用では

ないと思われる。Serratia3株 もすべて存続 してお り

Serratiaの 感染例も本剤投与対象には不適当と考え ら

れる。

自覚的副作用は全例に認められなかった。臨床検査値

は症例6と 症例20を 除 くとすべて正常値範囲内の変動で

あった。症例6は 神経因性膀胱を基礎疾患として有し発

熱発作を再三起 したために入院した症例であ り,貧 血と

軽度の腎機能障害を本剤投与前に認めていた。本剤投与

後 も同様の検査値を認めたが悪化はしていなかった。症

例20は 投与前にGOT,GPTが 軽度高値を示していたが

本剤投与後には正常値を示 したものであり,本 剤投与開

始5日 前に行った経尿道的膀胱腫瘍術が関係していたも

のと思われる。なお今回の投与期間は5～7日 間であっ

たので,短 期間投与の副作用の検討であることを付記し

ておく。

VI.ま と め

1)九 州大学泌尿器科,三 信会原病院泌尿器科外来,

入院患者で尿路感染症と診断 され た20症 例 にMezlo-

cillinを 投与した。

2)投 与期間は5～7日 であった。1例 は1日2g1

日2回 のone-shot静 注投与を行った。他の19例 はすべ

て1回291日2回 の点滴静注を行った。
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Table 4 Results of laboratory examinations

3)急 性単純性腎孟腎炎1例 は著効,複 雑性尿路感染

症19例 は著効5例,有 効2例,無 効12例 であり有効率7/

19(37%)で あ った。

4)細 菌学的には21株 中8株 が消失しており消失率は

38%で あった。

5)副 作用は全例に認めなかった。
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CLINICAL STUDIES ON MEZLOCILLIN IN

URINARY TRACT INFECTIONS
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1. Mezlocillin was administered in 20 cases (in-and out-patients) of various urinary tract infections
diagnosed at Department of Urology of Kyushu University and Sanshin-kai Hara Hospital.

2. Mezlocillin was administered one-shot intravenously (1 case) 2 g one time 4 g per day, or by drip
infusion (19 cases) 2 g one time 4 g per day for 5 to 7 days.

3. As to clinical results, one case of acute simple pyelonephritis was excellent. Among 19 cases of
complicated urinary tract infections, it was excellent in 5 cases and good in 2 cases and poor in 12 cases,
the effective ratio being 37%.

4. As to the bacteriological result, there were eradication of the organisms in 8 (38%) out of 21 strains.
5. No side effects were observed in all cases.


